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植物集団のパターン形成理論
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アフリカ、オーストラリアなどの半乾燥地帯では数メートルから数百メートルにおよぶ

帯状、斑状パターンの植物分布が観察されることが知られており、これらの植物分布

は「Tiger bush」と呼ばれる。本研究では地表面水、地下水、植物量の 3 変数からな

る反応拡散方程式系によって構成された Tiger bush の数理モデル[１]
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を用いてその解である植物集団・水分布(図 1)の空間的、時間的変動に対する安定性

を調べ、また現象論的意味について考察した。さらに拡散の効果を積分によるたたみ

こみを用いて表現することで長距離の相互作用をとりいれたモデルについても報告す

る予定である。

図 1 数値シミュレーションによって得られるパターンの例
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